






要約:出生体重 1,000g 未満の超未熟児80 例を後方視的に調査した。新生児死亡症例,後障

害症例は周生期の仮死が大きく関与していた。胎児仮死の評価が正確に行われている症例

は少なかった。乳児死亡例には早期破水や母体の感染徴候が多くみられた。


